
 

 

入札参加者の要件 

 

１ 入札参加資格の確認 

  入札公告に示した競争に参加する者に必要な資格を確認の上、入札に参加

しなければならない。 

 

２ 書類提出の期限厳守 

  入札公告に入札参加者に求められる義務として示した書類の提出期限を厳

守すること。（期限までに提出がなかった場合は、参加を認めない。） 

  ただし、「電子調達システム」による入札参加者は、当該公告において指定

した書類を入札公告において指定した日時までに提出しなければならない。 

 

３ 入札時刻の厳守 

（１）入札参加者は、理由の如何を問わず、入札公告に示した入札・開札執行

時刻を過ぎてからは入札・開札室への入室はできない。ただし、関係職員

の指示による場合はこの限りではない。 

（２）「電子調達システム」による入札の場合、入札者、代理人又は復代理人は、

開札時刻には端末の前で待機すること。 

 

４ 入札実施にかかる共通事項 

（１）入札参加者は、入札公告及び入札説明書等を熟読すること。 

（２）入札公告及び入札説明書等に関し疑義がある場合には、関係職員に予め

説明を求めること。 

（３）入札・開札後、不明な点があったことを理由として、入札結果に異議を

申し立てることはできない。 

（４）入札参加者は、入札に当たって競争を制限する目的で他の入札参加者と

入札金額又は入札参加意思について、いかなる相談も行わず、独自に入

札金額を定めなければならない。また、入札参加者は、落札決定前に他

の入札参加者に対し、入札金額を開示してはならない。 

（５）入札書は、封筒に入れて封印し、同封筒に入札者の氏名（法人の場合は、

法人名及び代表者の氏名）、宛名（支出負担行為担当官外務省大臣官房会

計課長殿と記載）及び入札書在中と表記し、入札公告に指定する提出期

限までに提出すること。 

（６）代理人又は復代理人が「電子調達システム」により入札する場合、入札

書の提出日時までに「電子調達システム」で定める委任状の手続を終了

していなければならない。また、代理人又は復代理人が紙により入札す

る場合、委任状を入札・開札時に持参し、提出すること（入札書と同封



 

 

しないこと）。なお、委任状提出の際には、名刺等氏名を確認できるもの

を添付すること。 

 

５ 入札書及び委任状の要件 

  次の各号に該当する入札書及び委任状は無効とする（（６）は除く）。 

（１）入札金額の記載がない入札書。 

（２）入札件名の記載がない入札書。 

（３）入札者氏名の記載及び押印（入札者が法人の場合は、その名称又は商号

及び代表者氏名の記載及び各押印）がない入札書。 

（４）代理人が入札する場合は、代理人の氏名の記載及び押印がない入札書。

ただし、この場合、上記（３）の押印は必要としない。 

（５）復代理人が入札する場合は、復代理人の氏名の記載及び押印がない入札

書。ただし、この場合、上記（３）及び（４）の押印は必要としない。 

（６）入札者、代理人又は復代理人が外国人の場合には、押印に代えて自筆の

署名とすることができる。 

（７）入札金額に訂正のある場合、同訂正について入札者、代理人又は復代理

人の訂正印の押印がない入札書。 

（８）同一案件の入札について、他の入札参加者の代理人又は復代理人を兼ね

ている者の入札書。ただし、支出負担行為担当官が特に指示する場合は、

この限りではない。 

（９）代理人又は復代理人が入札する場合、入札者氏名の記載及び押印（法人

の場合は、その名称又は商号及び代表者氏名の記載及び各押印）がない委

任状。 

（１０）その他入札に関する条件に違反した入札書。 

 

６ 入札の延期・中止 

（１）入札参加者が連合し、又は不穏な行動をとる等の場合であって、入札を

公正に執行することができない状態にあると認められるときは、当該入札

参加者を入札に参加させず、又は入札の執行を延期し若しくは取りやめる

ことがある。 

（２）「電子調達システム」においてシステム障害等やむを得ない事情によるト

ラブルが発生した場合、入開札の延期を行うことがある。 

 

７ 落札者の決定方法 

入札公告に示した入札方法及び落札方式による。 

  ただし、予算決算及び会計令第 84 条に該当する入札案件については、契約

の相手方となるべき者の申し込みによる価格によっては、その者により当該



 

 

契約の内容に適合した履行がされないこととなるおそれがあると認められる

とき、又はその者と契約を締結することが公正な取引の秩序を乱すこととな

るおそれがあって著しく不適当であると認められるときは、当該入札者を落

札者としない場合がある。 

  なお、この取り扱いは予算決算及び会計令第 88 条に定める次順位者に対し

ても同様に適用される。 

 

８ 落札となるべき者が２者以上ある場合の落札者の決定方法 

開札の結果、落札となるべき同価格の入札金額を提示した者（同総合評価

点の入札をした者）が二人以上あるときは、直ちに当該入札者にくじを引か

せて落札者を決定するものとする。 

なお、「電子調達システム」により入札した者がある場合、「電子調達シス

テム」の電子くじにより落札者を定めることができる。 

ただし、入札者、代理人及び復代理人が直接くじを引くことができないと

きは、当該入札執行事務に関与しない職員がこれに代わってくじを引かせる

こととする。 

 

９ 再度入札 

（１）開札の結果、落札者が決定されない場合は、その場において直ちに再度

の入札を行う。また、初度の入札に参加しなかった者は、再度入札に参加

することはできない。ただし、郵送による入札参加があり、入札者本人又

はその代理人（含む復代理人）が開札に立ち会わなかった場合には、後日、

日時を指定して再度入札を行うこととする。 

 なお、入札を行う者は、再度入札に備えあらかじめ所要事項の記載及び

押印済みの入札書を用意の上、入札に参加すること。 

（２）再度入札の実施は、２回まで（初度入札と合わせて３回まで）とする。 

（３）「電子調達システム」により入札した者がある場合、「電子調達システム」

の再度入札通知書に示す時刻までに再度入札を行うこと。 

 

１０ 入札において使用する言語及び通貨 

  日本語及び日本円に限る。 

 

以 上 


